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2007 年  04 月  01 日  

熊野の旅 国境 荷坂峠  

 JR紀勢線で旅をすると、あちこちで昔の国が変わるのを実感することが多いです。 
 この辺では和歌山近郊の『紀伊駅』からはじまり、頭に『紀伊』の付く駅がたくさ

んあります。 
 それはここが紀伊の国、紀州藩の支配地だったからです。『紀伊』の付く駅の東の

端は『紀伊長島駅』です。これから先は伊勢の国になります。 
 東国より熊野を目指す旅人は紀伊長島（現紀北町）に入るときに『荷坂峠』を越え

ます。 
 この道は伊勢路のほうは少しずつ登り続けるので、荷坂峠と言ってもその直前に少

し坂があるだけです。 
 しかし、峠のトンネルを抜けるといきなり急な下り坂に差し掛かります。国道４２

号線の難所の一つです。鉄道の方も伊勢側の最後の駅『梅が谷』を過ぎてトンネルを

抜けるとこれもものすごい急坂に掛かります。 
 機動車になってからはあまり感じませんが、機関車で引っ張ったころには客車のブ

レーキがものすごい音を立てていてもスピードが落ちず、登りときとは全く違うスピ

ードで下ったものです。ここも全国指折りの難所です。 

 
 この眺めは国道４２号線で荷坂の頂上のトンネルを抜けてすぐのところのパーキ

ングからのものです。 
 ここから紀伊の国に入ったわけです。 
 しかし、これから熊野まで今の道のりで約 60Km、海岸でさえがトンネルの連続で

す。つまり、昔の道は峠の連続だったのです。そのおかげで、集落と集落を結ぶトン

ネルの上には旧街道が残されていることが多いのです。その、長い区間が『熊野古道』

に指定されています。昔の道のりだと熊野市まででも倍くらいの３０里ほどだったの

でしょうかね。大変な旅だったと思います。 
 そうそう、紀伊の国・熊野の国境がここになったのはそんなに古いことではないそ

うです。 



 古くは伊勢の国と熊野の国の境は今の熊野市と尾鷲市の境だったそうです。そこで

伊勢の神様と熊野の神様が寄り合って色々相談したのだそうです。そこが逢神峠（お

おかみとうげ）です。 
 いつの間にやら人間の勢力争いで紀州・熊野が伊勢を追い出してしまったようです。 

 
Tags:熊野市 国道４２号線 JR 紀勢本線   

 

 

 

 

2007 年  04 月  02 日  

熊野の旅 他国のことですが・・・  

 隣の国、伊勢は交通の便はここに比べ格段に上なのですが、観光の落ち込みに関し

ては同じように止めようが無いようですね。 
 今日を持って、伊勢の一つの名所が姿を消すのだそうです。 
 中京、関西圏の中年以上の人の中には記憶にあるかもしれない施設です。 
 その名も『国際秘宝館』です。 
 かつてはテレビでもコマーシャルが流れ、慰安旅行などの『大人の団体』を乗せた

観光バスが立ち寄ったところです。 
 全国あちこちの出来た秘宝館や少し H な展示会場の元祖でした。 
 呼び物の一つが『マリリン・モンローの毛』だった時代もあります。まあ、本物か

どうかは不明ですが、ホテルから回収したという毛です。もちろん頭髪ではありませ

ん。 
 あれやこれや、蝋人形とかを駆使した性の教育館でしょうか… 
 いまは普通の週刊誌にヘアーヌード（この言葉さえ死語になりつつあるようです）

が載っていて、少年少女雑誌に赤裸々な体験記やアニメが載る時代ですから、ここの

展示物を見ても迫力はないでしょうね。 
 それに、YAMAHA の『合歓の里』も経営者が代わるとか… 
 ここも、日本の新しいレジャーの形だと騒がれたところですね。ガス爆発の事故以

外はコンサートなど明るい話題の多い施設でしたが、まともに維持できなくなったと

か… 
 JR と近鉄が乗り入れ、名古屋、大阪などの大都会から日帰り圏内とまで言われる、

交通の便の良いところでさえがこれですからね。 
 お伊勢さんのご威光も昔日の面影はなく…この傾向はずっと続くでしょうね。 
 熊野古道の方も、すでに観光客の減少が始まっています。再び忘れられるのは時間

の問題なのでしょうか？ 
 『忘却とは忘れ去ることなり…』 
 忘れる前に神々に会いに来てください。 
 数寄屋橋は消えても熊野三山は消えませんから… 



 
 この写真は、神々の時代、神話の始まりのころの神社です。 
 日本最古の神社と言われる『華の窟神社』のご神体です。 
Tags:熊野古道 モノクロ 熊野市  
 

 

 

 

 

 

2007 年  04 月  03 日  

熊野の旅 日本の夜明け 花の窟神社   

 『日本の夜明け』と言うと明治維新が思い起こされることが多いようです。 
 神話の世界では太陽神とか火の神の誕生が歴史の大きな一歩として扱われるよう

です。 
 日本の神話の世界で『火の神』が生まれたのは、ここ熊野は有馬の地だそうです。 
 火山地帯でもないところでの誕生です。それも、母親がその火で焼け死んだとか…

なんとも、ものすごい話です。 

 
 日本最古の神社だとされている『花の窟神社』は、最古ゆえに何も無いのでしょう

か？ご神体が聳え立つ岩山であることはいいにしても、実に何もありません。 
 拝殿すらありません。 



 
 境内もさほど広くもなし・・・ 
 玉砂利を敷いた５０坪ほどの一角が神域として確保されていますが、ほかには何も

なし… 
 それゆえに、観光資源にはなりえなかったところです。 
 日本神話とかの好きな人は別にして、熊野古道歩きのついでに立ち寄られる人には、

ガイドブックやパンフレットの『日本最古の…』のタイトルは印象的ですが、現地が

意外と質素？なのであまり感銘を受けないかもしれません。 
 常駐の宮司さんも居りません。 
 まさに、不思議な日本最古の神社です。 
Tags:熊野市 モノクロ 熊野古道  

 

 

 

2007 年  04 月  04 日  

熊野の旅 伊勢路 1 大内山駅  

 鉄道で紀伊長島駅を出ると急坂の荷坂越えに入ります。 
 今の特急などは高性能な気動車ですからエンジン音が大きくはなりますが、息絶え

絶えに登ると言う感じはなくなりました。 
 登りきるとそこからはもう紀州路ではなく伊勢路です。 
 最初の駅はこの沿線では後のほうで出来た『梅ヶ谷』です。この駅は国道４２号線

からホームが見えますが、まさに何も無い駅です。 
 次が本来の最初の駅の『大内山駅』です。 
 昔の力士に大内山と言う人が居ましたが、ここの地名をとったとか聞いたことがあ

ります。 



 
 古い駅舎が無くなってなんとも味も素っ気も無い箱になってしまっています。ここ

まで愛想の無い建物にすると駅に来る気がうせるのではないかと思われます。 
 その代わりでしょうか、大内山村が立てたのでしょうね、結構しゃれた待合所が横

に建っています。 

 
 

 利用客は普通のときは通学の高校生くらいですから、こうした待合所はあまり利用

されないかもしれません。 
 大内山の名物には『牛乳』があります。古くから『大内山牛乳』が生産されていま

す。 
 駅の山手の方に大きな建物があり、それが工場です。 
 紀勢東線時代には大内山駅で牛乳が売られていたと記憶しています。牛乳がそんな

に飲まれていない時代ですが、ここの牛乳がすごく濃いかった記憶があります。 

 
 国道の脇にはユーモラスな牛の像が飾られているほど牛乳が村の特産品だったの

です。 
 この牛乳で作る『アイスクリーム』も非常に乳脂肪分が多くて滑らかなものです。 
 あまり、あちこちでは手に入りませんが機会があれば一度食べてみてください。食

べてがっかりすることは無いと思います。 



カメラはコンタフレックス＋プロテッサー３５mm 
Tags:紀勢本線 大内山 国道４２号線  

 

 

 

 

2007 年  04 月  05 日  

熊野の旅 伊勢路 2 頭の宮四方神社  

 大内山で有名なのは『牛乳』のほかには『頭の宮四方神社』があります。 
 頭の宮（こうべのみや）と『頭』と言う字が付いているので、近年は受験生に人気

が出て結構遠くから参拝に来るようです。 

 

 

 ひなびた田舎にありますが、明らかに『村の鎮守様』とは違う雰囲気を持っていま

す。 



 この写真を撮りに立ち寄った三月初めの頃だと、日が昇るのがまだ遅く、山あいの

神社は暗く静まり返っていました。 
 そのためか結構良い雰囲気の境内でした。 

 
 高校の受験シーズンだからでしょうか、合格祈願の絵馬がたくさん奉納されていま

した。 
 いつの時代からこんなにたくさんの絵馬が奉納されるようになったのでしょう

か？ 
 それに引き換え、おみくじをくくりつける場所が空いているのは悪いおみくじは引

きたくない心理からでしょうか？ 

 

 
 

 

 観光地ではないですが、初詣のときも大勢の参拝客で夜店も立つようです。 
 どうしてこんなところに…と言う感じなのですが、なにせ『頭の宮』ですから… 



 鉄道の駅の前には明らかに駅前旅館であったろうと言う建物が残っていますし、神

社のそばの集落には大きな灯篭が寄進されていますから、結構昔から参拝者はあった

のでしょうね。 
 国道４２号線にも標識があり、国道を離れて５分余りで着きますから、受験生をお

持ちの方や頭に問題のある方は立ち寄られてはいかがでしょうか？効くのか効かな

いのかそのほどは知りません。信じれば効くのかもしれません。 

 
 カメラはコンタフレックス IV＋プロテッサー３５mm 
Tags:JR 紀勢本線 国道４２号線 クラシックカメラ  

 

 

 

 

 

2007 年  04 月  06 日  

熊野の旅 伊勢路 3 三瀬谷駅  

 『三瀬谷駅』は紀勢東線側の途中駅では昔から大きな方でした。 
 大台山系へつながる渓谷のそばにあり、一段高い場所に集落があります。 
 家の前に川があっても簡単に川原に下りることの出来にくい地形です。見方によっ

てはすばらしい渓谷なのですが・・・ 
 ここの基幹産業はやはり林業だったのかと思います。 
 この周辺の中核の町として発展したところなので、病院・警察署などもあります。

近年では道の駅、大型スーパー、薬店なども国道に面して立ち並んでいます。いった

いどこから客が湧いて出るのかと思うくらいです。 
 三瀬谷駅は今のローカル駅では珍しい『有人駅』です。昔ながらの出札口と改札口

をかねた窓口があります。 

 

 こうした雰囲気はいかにも『駅』らしいものですが、こう感じるのも、私の年代は



このような駅が全国にある時代に旅をしたからでしょうね。若い人にとってはどのよ

うに見えるのでしょうか？大きな駅でさえ、やたらと人は居るが、出札も改札も駅員

の顔を見ないようになっていますからね。 
 態度の悪い駅員なら居ない方がよいといわれた時代もありますが、良い駅員まで居

なくなっては… 

 
 通勤通学時間になると、駅前から町営バスが出ているようです。 
 三重県下は津々浦々まで三重交通の路線が敷かれ足になってきたのですが、過疎の

進行と自家用車の普及で乗客が減り、ほぼ全線赤字になりました。随分前から、各自

治体と三重県が三重交通に対し路線維持のための補助金を出しています。しかし、こ

れをしても、昼間の便だと一台に数人しか乗らない、通学時間にさえ子供が居なくな

って満員にもならない路線が増えて、路線休止や廃止が続いています。 

 
 ここの町営バスも、補助金ではもはや解決できないため、町営バスと言う方法にな

ったものと思われます。運行は三重交通委託でしょうかね。 
 この形態のバスは全国で増えていますが、この形態のバスすら維持できなくなる集

落が増えてくるのでしょうね。 
 今は、自家用車が走っていますが、もう少しするとその自家用車を運転できる年齢

ではない人ばかりの集落が出てきますが…その頃にはバスもなし… 
 伊勢路もこの山間部や志摩地方のリアス式海岸部など紀州同様地形が複雑で、風光

明媚でも不便なところが多いですからね。 
 よその人は、『きれいなところですね…』『いいところにお住まいですね…』などと

言いますがね。 
カメラはコンタフレックス＋プロテッサー３５mm 
Tags:国道４２号線 JR 紀勢本線 モノクロ  

 

2007 年  04 月  07 日  

熊野の旅 伊勢路 滝原宮  

 国道４２号線で北上すると三瀬谷の手前で右手に立派な神社の森が見えます。 
 これが伊勢神宮の別宮の『滝原宮』です。もちろん、官幣大社でした。 
 そもそも、伊勢神宮は宮津の天橋立西詰めにある『籠神社』に始まり『倭姫』に連

れられて近畿、機内を転々とし最後に今の場所に落ち着いたとか…その場所二十数か

所…大和朝廷の勢力拡大平定に関係があるとかもいわれているようです。伊勢に移ら

ずにここに残っていたらここに門前町が出来ていたのでしょうかね。 
 余談ですが、『伊勢神宮』とは伊勢にあるからそう呼ばれるだけで、神社の名前は、

ただ、『神宮』とだけ言うのが正式だそうです。天皇家に苗字が無いようにここにも

無いようです。 
 そもそも、伊勢に決めた理由は倭姫が伊勢の地に行ったとき、あわびとか食べ物が

すごくおいしかったのでそこに決めたとか言う伝説もあるようです。 
 天照大神がグルメだったのか、倭姫がグルメだったのか・・・ 



 

 国道のそばには道の駅をかねた物産会館があり、その前には広大な駐車場も用意さ

れています。滝原宮の参詣用駐車場になり、そこから大鳥居を抜けて数百メートル歩

くと、境内の鳥居の場所に着きます。神殿まではさらに歩かなくてはなりません。 
 車はそこまでしか入れません。この鳥居の前にも少し駐車スペースがあるので、神

社に何か行事があるとかゴールデンウィークのように人出が多いとかの時を除けば

そこまで車を持ち込んで参拝できるかと思います。 

 
 神社の入り口にはこのような土産物屋さんが一軒建っていますが…早朝なので閉

まっているのかどうかは不明です。屋号は『熊野屋』となっていました。伊勢屋でも

滝原屋でもないのが面白いです。『伊勢商人』という言葉はあっても『熊野商人』な

んて言葉はありません。 



 熊野の人間は商売に関して伊勢に負けるのだと思います。しかし、ここに熊野を名

乗るお店があるとは… 

 
カメラはコンタフレックス＋プロテッサー３５mm 
Tags:国道４２号線 モノクロ  

 

 

 

2007 年  04 月  08 日  

熊野の旅 伊勢路 川添駅  

 今回の紀勢東線側の撮影は松阪駅まで早朝の近鉄線に乗る人を送っていった帰り

に行ったものでしたが、三月はじめの時期で、日が昇るのが遅く、更に、当日は運悪

く冷え込んだので徹夜明けのボケた頭では日が高くなるまで待機する気力も無く、ど

んどん走って帰ってしまいました。 
 山あいまで明るくなったのは紀伊の国に入った紀伊長島からでした。 
 こんな状態なので、飛び飛びでしか駅に立ち寄っていません。 
 紀勢西線側は国道４２号と駅が非常に接近しているのですが、東線側は旧国道がも

のすごく蛇行して集落の中を通っていた関係で、国道改修の時に集落から離れたとこ

ろに新道が作られました。そのため、駅との連携が悪くなっています。 
 おまけに、時代が時代なので、道路標識には『○○駅入り口』なんてのが出なくな

っています。つい入りそびれてしまいます。 

 

 川添駅は当然のように無人駅です。駅のたたずまいはこじんまりしていますが、構

内は上り下りの線路が分かれた対向列車行き違い駅です。 
 東線側は各駅停車で旅をすることも少なかったので、駅の並ぶ順番がもう一つピン

ト来ません。 



 

 多気駅を出た列車が紀勢線に入って最初の駅は隣の相可駅なのです。元々、『多気

駅』は昭和の合併で多気町が出来てからだと思います。元来の名前は『相可口』だっ

たのです。 
 そのほかに『さな』『栃原』『伊勢柏崎』などたくさんありますが、全部暗いうちに

通過しました。 
 こうした撮影はやはり暖かくて日の長い時期で無いとうまく行きません。うまく行

かないのではなく、私には向きません。 
 どの駅も駅前はにぎやかさとは程遠い様子です。 
 元々さほど大きくなかった駅前が、国道から取り残されたので余計に寂しくなって

いったのでしょうね。 
 田舎の駅、ふるさとの駅…と言った感じのものが多いです。 

 

Tags:熊野市 紀勢東線 モノクロ 

 

 

 

 

 



2007 年  04 月  09 日  

熊野の旅 伊勢路から熊野路への道  

 鉄路は昭和３０年代に東の紀勢東線と西の紀勢西線がつながって紀勢本線になり

ました。それ以来、線路の太さの変更や枕木の数を増やす、カーブの傾きを大きくす

る、更には車両の改良などで速度も向上し名古屋からの時間は大幅に短縮されました。 
 一般国道は昭和４０年代に改良され、二車線の道路になり、その後急坂の一部には

登坂車線が作られたり、防災工事がなされたりして、楽に走れるようになりました。 
 人間と言うものの欲にはきりが無いので、『紀伊半島に新幹線を…』などと馬鹿げ

たことを唱えた人も居ます。そんなものを走らせて誰が乗るのやら…まさか、新幹線

を各駅停車させるわけにも行かないでしょうに・ね。 
 もう一つ『紀伊半島に高速道路を…』と言う声の方は、段々と姿を現してきていま

す。 
 今は国道４２号線の区間に入ってからはほんの少しだけ、南に向かったところまで

ですが、計画では、旧公団の基準では作る順位が最低のレベルで出来そうに無い区間

の、この部分を国が代行して強引に作ってしまおうと言う、マスコミもあまり取り上

げない手法でやろうとしています。 
 先に決まったのが、『熊野尾鷲道路』で国道４２号線のバイパスと言う位置づけで

す。 
 すでに尾鷲側では三木里までの用地取得も終わり、ほぼ全線トンネルになる区間の

工事は着々と進んでいます。つい先ごろ掘った『八鬼山トンネル』の山側にもっと長

いトンネルを掘っています。平成１９年開通だそうです。ただし、この区間が開通し

ても皆さんが走ることは無いでしょう。三木里に行っちゃうとその先、熊野方面に来

るのが大変なことになりますからね。 
 面白いのは次の区間の『賀田』の辺りは測量も完了していないのです。つまり、い

つになるやらといったものです。真ん中の新鹿とかでは少し用地も買ってあるようで

すが、出口の終点熊野市で国道４２号線に再び合流する大泊ではこれまた測量もなさ

れていません。 
 着工しておかないと全部消されるのでとにかくやっておくといった感じのやり方

ですね。 
 この『熊野尾鷲道路』の北側は『近畿自動車道紀勢線』なのですが、ここも『新直

轄区間』と言う名の国費で作る部分です。 
 道路があるに越したことは無いのですが…キップのもぎりをするおじさんの給料

が出るかどうかという有料道路みたいです。 
 北海道では『熊の通る高速道路』などと代議士とセットで叩きましたが、『鹿・猪・

兎に狸、熊まで歩く熊野市の高速道路』なんて記事は書かないのでしょうかね。 
 我が家の前を国道４２号が走っています。この先で国道 309・169 号線に分かれ

て関西に向かう車と地元の車と４２号線をそのまま走る車とが全部通ります。 
 しかし、国道が前を走っているうるさいなんてことはありません。いつでも好きな

時に横断して浜に出られます。（花火の日を除いて…） 
 この車全部が高速に乗ってくれても空っぽなんですがね… 
 それでも、高速道路を作れと言う人が居るし、作ってくれる日本国は偉いのか馬鹿



なのか？？？ 
 地元なのですから、『ありがとう』と言わなきゃいけないでしょうね。 
 完成の暁には皆さんはすべて高速を使ってきてください。お願いします。 

 

Tags:熊野市 国道４２号線 JR 紀勢本線  

 

 

 

 

2007 年  04 月  10 日  

熊野の旅 広報熊野より 予算  

 今月の『広報熊野』には新年度予算について触れられています。 
 一般会計予算額 112 億 4738 万 9 千円だそうです。 
 昭和の合併以降ずっと財政が厳しいと言われ続けていますが、財政規模だけは確実

に大きくなっています。今年度も 4.6％の伸びだそうです。 
 老齢化の進行とともに、元々所得が低くて住民税などの収入が少ないところが、減

ることはあっても増えることはありません。 
 節約できるのは人件費の削減で、退職者を補充しないと言う手法で 3 千万ほど浮か

せています。 
 この手法は以前から各地方自治体でとられてきた処方です。 
 これも、市町村では本当に減ることが多いのですが、県、国になると、嘱託や臨時

と言うものに形を変えて人間が減らないどころか増えていたりします。 
 新規時事業では紀和町の湯の口温泉の温泉掘削をするのだそうです。こんどは国の

資源調査などと言う便法は使えないようです。うまく新しい源泉が出たとしても赤字

を増やす元ですし、出なけりゃ予算額は不明ですが数千万が消えますね。 
 どうやら長く凍結してきた駅前の文化会館も建てるつもりのようです。図書館も併

設される青写真は随分前にあったのですがね。確かに今の市立図書館は高校の図書室

並みなのですが、熊野市のように広大なところに散らばったお年寄りばかりのところ

で駅前の図書館はどれほど利用されるのやら… 
 熊野市だけではありませんが、この調子の予算が全国で作られ、後年に付けを回し



て箱物を作り続けるのですね。 
 予算なんて見ることは普通の市民ではほとんどありませんからね。まして、決算と

なると… 
 こうした予算を『積極予算』と言うこともあります。 
 2000 に減った自治体の『夕張に続け！』の掛け声が聞こえてくるようです。 

 
Tags:熊野市 

 

 

 

2007 年  04 月  11 日  

熊野の旅 過疎地の近未来  

 昨日の続きで『広報熊野 2007 年 4 月号から・・・ 
 2 月 11 日から 3 月 10 日までの届出数 
   出生  5 名 
   死亡 24 名 
 すごい数字です。 
 2 月末が含まれますから、統計的には一割ほど日数が少ないサンプルにはなります

が、そんなこと関係なくすごい数です。 
 熊野市は一昨年平成の合併を行って『市』が大きく広くなったばかりです。 
 死亡者数はいいにしても、出生数がものすごいです。 
 この数字を 12 倍すると 60 名・・・日数の補正をしても 70 名ほどと言うのが年

間出生数となります。つまり、熊野市全域で二クラス分足らずの同級生しか居ないと

言うことです。この児童を 10 校とかに配分すると１校平均？？？と言う恐ろしい数

字です。 
 将来の予想は難しい…と言われますが、この児童生徒数なるものの近未来は確実に

予測できるのです。都市近郊なら団地の造成などで予定外の人口増もありえますが、

このような過疎地では親たちの離村流出で減ることはあっても増えることは無いの

です。今までで、流入のあったのは、都市部からの不良少年の転校とか不登校児の転

入がありましたが、教育上の観点は別にして、児童数減少対策にも何にもならないも



のです。 
 『それでも地球は回っている…』の信念は立派なものですが、『それでも学校は建

てるもの…』と言った信念が行政にはあるようです。生徒の居るうちに建てないと建

てられなくなるのは確かですがね。 
 災害時の避難場所として学校が利用される現実がありますから、老朽化した学校で

は防災面からも心細いと言えばそうなのですが… 
 まあ、過疎地は教育の先進地でしょう。 
 『少人数学級』などは当の昔に実現しています。学力が上がったかどうかは知りま

せんがね。 少人数のクラスで子供さんを教育されたい方は、ぜひ熊野市に家族で転

居してきてください。 好みに応じた、一人だけのクラスから色々取り揃えています。 

 
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ  新鹿小学校  

 
 
 
 
2007 年  04 月  12 日  

熊野の旅 予告  

 明日の夜から熊野を離れ上京します。 
 上京と言っても宿泊は川越街道は膝折の宿です。今式では朝霞台ですか… 
 随分田舎まで開けてしまったものです。板橋の宿は江戸の外だったような… 
 約１０日ほどの間、パソコンはあっても暗室はなし、スキャナーもなしの環境にな

ります。 
 その日になるまで何を描くか決まっていないので、原稿用の写真をメモリースティ

ックにセーブして行くことも出来ません。適当にセーブして行ってそれを使うのと、

浦島太郎のお江戸見物記でも書かなくてはいけませんね。一応デジタルカメラも持っ

ていますからね。 
 なるべく休まないで書くつもりです。 
 かつては上京するといえば、『夜行寝台・那智号』でした。それが、下火になって

きた頃、『ブルートレイン』などという呼び方がはやりましたね。言葉だけはやって

客は減り続け、全国カバーしていた夜行列車は廃止されてゆきました。 
 時間が有効利用できる、夜行列車が無くなってすごく不経済になっていたのが、近

年では『夜行バス』と言う安い交通手段が出現しました。 
 ここ南紀からも、池袋東口経由大宮までの夜行バスが三重交通と西武鉄道の共同運

航で走っています。 
 運賃は JR よりはるかに安いです。しかし… 
 しかし、なんです。 
 ほぼ同じ距離を走る夜行バスの「大阪ー東京」などに比べるとかなり割高です。 
 競合路線はないし、客も少ないのかもしれませんが、大阪線の５割り増し以上なの

です。 

 



 仕方ないですが…これも田舎ゆえでしょうか？ 
 古より、熊野は山の果て、地の尽きるところゆえにありがたかったのです。 
 いまでも、日本の中では山の果て、地の尽きるところです。ありがたさは変わって

いません。 

 
Tags:熊野市 JR 紀勢本線 モノクロ  


